平成26年度福岡市こども・子育て審議会
目標３「地域における子育ての支援と健やかな成長を

支える環境づくり」専門委員会
【期　日】平成２６年４月２５日（金）　１３：３０～１５：３０

【場　所】天神ビル１１階１１号会議室

【出席者】

　○委員９名

　　松浦会長、木下副会長、井上委員、上田委員、勝見委員、櫻木委員、谷口委員

山口委員、山田委員

　※欠席委員４名

　　樗木委員、西岡委員、菅委員、横山委員

○市関係者

　池見こども部長、松本子育て支援部長、他関係課長

【次第】

　○議題　　第４次福岡市子ども総合計画素案（目標３）について
開会

（事務局）　時間になりましたので、会議を始めさせていただきたいと思います。本日は、大変お忙しい中、ご出席いただきまして、まことにありがとうございます。ただいまから、平成26年度福岡市こども・子育て審議会、目標３「地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり」専門委員会を開催させていただきます。
　私は、この４月に着任いたしております、こども未来局こども部長の池見でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
　まず、本審議会につきましては、福岡市こども・子育て審議会条例施行規則第９条の規定により、委員の２分の１以上の出席が必要となっておりますが、本日は目標３の専門委員会委員全員13名のうち９名の委員の皆様にご出席いただいておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告させていただきます。

　また、年度がわりに伴い、各種団体のご推薦による委員の皆様の交代があっております。新しく就任された皆様を私のほうからお名前のみご紹介させていただきます。

　お手元の審議会委員名簿の15番、福岡市立中学校校長会の櫻木委員でございます。

（委員）　櫻木です。よろしくお願いします。
（事務局）　22番、福岡市社会福祉協議会の谷口委員でございます。

（委員）　よろしくお願いします。
（事務局）　なお、本日は欠席ではございますが、25番、福岡保護観察所の西岡委員にも新たにご就任いただいております。どうぞよろしくお願いいたします。

（議題１　「目標３専門委員会」会長・副会長の選出について）
（事務局）　それでは、議題１、「目標３専門委員会」会長、副会長の選出に移らせていただきます。
　専門委員会の会長、副会長につきましては、こども・子育て審議会条例施行規則第８条第２項の規定に基づきまして、委員の互選によることとされております。どなたかご推薦はございませんでしょうか。
　　　　　　〔「なし」の声あり〕

（事務局）　特にご推薦がないようでしたら、事務局のほうから提案させていただきたいと思いますが、よろしゅうございますでしょうか。
　　　　　　〔「異議なし」の声あり〕

（事務局）　それでは、ご提案をさせていただきます。
　会長には、本審議会の副委員長であられる松浦委員にお願いしてはいかがかと考えております。
　また、副会長には、ＰＴＡ協議会副会長の木下委員にお願いしてはどうかと考えておりますが、いかがでございましょうか。
　　　　　　〔「異議なし」の声あり〕

（事務局）　どうもありがとうございます。それでは、そのようにさせていただきます。
　松浦委員、木下委員、よろしゅうございますでしょうか。

　それでは、会長は松浦委員に、副会長は木下委員にお願いすることといたします。
　松浦委員、木下委員、会長席、副会長席へ移動をお願いいたします。

　それでは、松浦会長、今後の会議の進行をよろしくお願いいたします。

（会長）　失礼します。松浦賢長でございます。
　この議事進行に当たって、最初に皆様にご挨拶させていただきます。

　昨日、ニュースでも流れておりましたけれども、子どもたちのスマホ、インターネットの適正利用に関するいろいろな会議が全国自治体で始まっているようでございます。この福岡市子ども総合計画も十何年になると思いますが、当初は考えもつかなかったような環境の変化が出てきていると思います。おそらく子どもの育ち自体、あるいは、子どもの持っている力自体はそう変わっていないと思うんですが、周りがこのようにあまりにも変わっていることから、例えば、インターネットを題材としたもの以外の実態のあるつながりといいますか、そういうものの大切さが、より一層増しているのではないかと思います。地域、あるいは、インターネットではないネットワーク等というものをキーワードにしながら、全国でも有数の若者が多いまちと言われている福岡市の子どもや子育て、青年の輝ける未来に、この専門委員会も寄与していけたらと思っておりますので、皆様方ご協力よろしくお願いします。
　副会長、どうぞ。

（副会長）　このたび副会長を仰せつかりました木下でございます。
　何分、この委員会の内容に十分な理解がないまま、この席に座らせていただいておりますので、皆様方のご協力を得ながら職責を全うさせていただきたいと思っております。どうぞご協力をよろしくお願いいたします。
（議題２　第４次福岡市子ども総合計画素案（目標３）について）
（会長）　それでは、議題２、第４次福岡市子ども総合計画素案（目標３）についての審議に入らせていただきます。
　２月に開催した第２回の審議会では、子どもに関するデータやニーズ調査の速報値、また、計画素案の概要について事務局よりご説明いただき、計画の総論や全般的なことについて委員の皆様にご審議いただいたところでございます。
　本日は、三つの目標のうちの３番目、目標３「地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり」専門委員会ということで進めさせていただきます。
　まず、ニーズ調査の自由意見の概要、次に、本専門委員会が所管する目標３の内容について事務局から説明していただき、その後、目標３に関する審議を行っていきたいと考えております。
　終わりの時間は15時半と予定されております。できるだけ皆様の意見を活発に、そして、円滑に議事を進めていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
　では、事務局からの説明をよろしくお願いいたします。どうぞ。

（事務局より説明）

・議題資料２  第４次福岡市子ども総合計画素案（目標３）
　・参考資料１　福岡市子ども・子育て支援に関するニーズ調査，

　　　　　　　　青少年の意識と行動調査　自由意見

（会長）　ありがとうございました。
　今、市民の方々からの自由意見と、この冊子の60ページ以降の、総合計画の目標３について、内容を説明していただきました。
　皆様からのいろいろな意見を頂戴する時間にしたいと思いますが、本日欠席されております委員から目標３について事前にご意見をいただいております。皆様のお手元に両面印刷の１枚物であると思いますが、まとめますと４点ほどございます。一つ目、子どもプラザなどの子育て支援拠点を増やすことはできないかということ。二つ目、子どもプラザ同士の定期的な意見交換の場や市の担当者を交えた意見交換の場をほしいということ。三つ目、子育てサロンや育児サークルへの支援が必要なので子どもプラザも巻き込んだ支援を行ってはいかがかということ。そして、裏面になりますけれども、四つ目、乳幼児の外遊びについて進めるための取組みが必要であるということ。これらのご意見をいただいております。
　これらのご意見について、まず市のほうから、今後に向けた考え方等のご回答も含めてお願いします。
（事務局）　では、委員からのご質問についてお答えさせていただきます。
　まず、１番の子どもプラザの増設についてでございます。皆様ご存じのとおり、子どもプラザは、乳幼児の親子がいつでも利用でき、子育てに関するいろいろな情報交換がその場でできる、そのための拠点といたしまして、平成16年度から順次設置し、平成19年度までに全７区に設置が終わったところでございます。その後、市民の皆様方のニーズを踏まえ、平成21年度に７カ所増設して、現在は14カ所で運営中でございます。
　平成24年度の利用状況でございますが、お子様は年間約16万8,000人がご利用でございます。このうち、０歳から２歳までのお子様のご利用は13万9,000人で、１人当たり年平均3.2回の利用でございます。昨年10月、11月のニーズ調査結果を申し上げますと、既にご利用されている方々に対して「さらに利用したい意向」を伺いましたところ、年に２、３回利用がある方々から月に２、３の回利用に増やしたいというご希望をいただいたところでございます。私どもといたしましては、まずは増設の前に、子どもプラザの利用率のさらなる向上策について検討していく必要があると考えてございます。
　次に、２番目の子どもプラザ同士と本市との連携についてでございます。子どもプラザは各区の子育て支援課が所管しております。子育て支援課と各子どもプラザは、月に１回程度、定例的なミーティングを実施しております。区内に複数の子どもプラザがございますときは、合同でミーティングを開催しており、それぞれのプラザの情報や課題の共有に努めているところでございます。
　また、全プラザを対象にしたスタッフミーティング、いわゆる研修会でございますが、これは年１回開催しております。市の担当者と各区の子どもプラザのスタッフが、意見を交換し合ったり、さまざまな情報を共有することは、子どもプラザの運営上、そして、充実させていくためにも非常に重要で、有意義なことであると私どもも認識しております。今後は区の子育て支援課のスタッフとともに、その充実に向けて検討していきたいと考えているところでございます。
　次に、３番目の子育て支援ネットワークの充実（子育てサロンについて）についてでございますが、子育て交流サロンは既に皆様ご存じのとおり、地域で乳幼児の親子が自由に集える交流の場として、地域主体で開設されております。これには、各区の地域保健福祉課の校区担当保健師を中心に、さまざまな運営の支援をさせていただいているところでございます。委員ご指摘のように、さまざまな講座なども区の地域保健福祉課、あるいは子育て支援課が主体となって実施しております。
　それとともに、子どもプラザも、地域の子育て活動の支援を行う拠点と位置づけており、プラザスタッフもそれぞれの活動、講座にはかかわりを持っているところでございます。今後は、地域で子どもを見守り、はぐくむという意識の醸成をさらに図っていくためにも、各子どもプラザでも地域の子育て力の向上の取組みを積極的に進めていきたいと考えております。
　最後に、４番目の乳幼児の外遊びについてでございます。城南区の子どもプラザでは、他のプラザでは実施していないような公園での外遊びを定期的に企画されています。また、城南区生涯学習推進課では、ここに書いてございますような「乳幼児と大人のための外遊び講座」「のびのび夢ひろばじょうなん」など、ユニークな取組みを年に複数回行われているところでございまして、非常に好評であると承っているところでございます。
　一方で、福岡市には認可保育所、あるいは幼稚園いろいろございますが、その中の約140園では、施設長の方のご理解のもと園庭を開放いただきまして、地域の遊び場、また、園児との交流の場を提供させていただくという努力もさせていただいているところでございます。委員ご指摘のとおり、子どもの健全育成のために、こういう乳幼児の外遊び、あるいは、その必要性を保護者の皆様方に啓発していくことは非常に重要なことであると認識いたしております。そのため、こういった取組みの拡充、あるいは公園の遊具の充実など、子どもたちが安全・安心な場所で思い切り外遊びができますよう、関係各課・機関と今後とも連携を図りながら、市民の皆様のニーズに応えていきたいと考えているところでございます。
　以上でございます。

（会長）　ありがとうございました。委員からの四つのご質問にお答えいただきました。
　この目標３は、先ほどのご説明でもありましたが、大きく六つに分かれており、非常に多岐にわたるので、どこからでも皆さんのご意見等をいただければと思います。
　今のやりとり等に絡めて、何か皆様からご意見、ご質問等ありますでしょうか。そこらあたりを皮切りにしていきたいと思います。いかがでしょうか。比較的子どもが小さいところのお話ですけれども、何かご質問、あるいはまた別の視点のご意見等ございますでしょうか。
　私のほうから。今、事務局からご説明いただいた中で、すばらしいと思ったところが１点あります。子育てサロンは、小学校区に１つ公民館がある福岡ならではの取組みだと書かれていますが、そこに校区の担当保健師がいらっしゃるということで、これは市民の方はかなり心強く思っていらっしゃるのではないかと思うんですけれども、周知はされているんでしょうか。どうですか。
（委員）　私は、育児サークルを14年前に自分で立ち上げさせていただいたんですけれども、そのときに保健師の方たちがすごく手伝ってくれて、協力いただきました。「ママのドクター教室」という保健師の方主催でやっていただいている講座が、あのときは全８回あったと思います。うろ覚えですが、週に１回か、２週間に１回か講座があったんですけれども、それに毎回参加するうちに、参加されているお母さんたちと仲良くなりました。そのときに「この校区には育児サークルが数年前まではあったんだけれども、なくなってしまったので、もう一回、このメンバーでつくられてみませんか」とお声かけをいただいたんです。たまたま、うちの息子が一番年上で、年上と言っても１歳少しだったんですけれども、月齢で言えば一番上だったので、「私がしましょうか」となりました。そのときに、保健師の方と公民館の方にすごく協力していただいて、育児サークルが立ち上がって、今年で15年目を迎えて、まだ活動されています。
　育児サークルを運営するに当たって、初めに、簡単にはやめてもらっては困るよ、責任を持って続けてくださいと言われました。ですから、10年かかわりを持ちました。息子と娘の年がちょうど５歳離れていたので。
　私が、どこのサークル交流会に行っても、一番困っていることとして言われたのは、次のリーダーを選ぶのが大変だということ、また、資金が全くないので、お母さん方がボランティアで動くのには限界があるということでした。集まる人たちが多くなって、いろいろな方たちが来られるようになると、保険の充実とかをしなくてはならないですが、そういうことも、どうしたらいいかと相談しながらやっていました。育児サークルは今も頑張ってやっていらっしゃるんですけれども、やめてもいいかなと言われたりします。大変だったらやめてもいいけれども、できるだけ続けてねと言っているんですが。ですから、サロンなどは行政の方たちの支援があるんですけれども、育児サークルへの支援も今後していただけたらと思います。
　育児サークルに十何年携わってきて、育児サークルの長をされていた方は、保育園、幼稚園で必ず役員をされています。そして、小学校でも役員をされています。地域のリーダーになっていただける方たちが、そこで育っていくのかなとも思いましたので、ぜひ自主的な育児サークルの支援もお願いしたいと思います。

　歯医者の方を呼んでいただいたりと、たくさんのことをしていただいているのはわかっております。今後とも、育児サークルにも目を向けていただきながら、支援していただけたらと思っております。ほんとうにありがたいと思いながら、２週間に１回の木曜日を楽しみにして私も行っていましたし、子どもたちも、育児サークルに入ったおかげで公民館とのつながり、地域とのつながりができました。

　私がこの会に入らせていただいた一番の理由は、地域の方に子どもたちを育ててもらっているということがあったからです。ぜひ今後とも、地域の子育て力を高めて、お年寄りの方とか、少しお暇になった方にもっと参加していただきたい。そして、私たち母親たちが、おばあちゃんやおじいちゃんに気軽に声をかけられるようにしたい。そして、子どもたちが、おじいちゃん、おばあちゃんに挨拶ができる環境をどんどん整えていっていただけたらと思います。そうなれば、子どもは地域に守っていただけるのではないでしょうか。
　変な話ですが、うちの娘が去年、連れ去りに遭いそうになったんです。自宅の目の前で不審者に連れ込まれそうになったんです。そのとき、うちの娘はなぜか、歩いて３歩で家の玄関に着くんだけれども、家に帰らず、振り返って地域のおじさんのところに逃げたんです。私が仕事でいないことがわかっていたので、家に帰ってもすぐに捕まえられてしまうからと、たまたま自治会長の方が交通指導に立っていただいていたので、その方へ「助けて！」とすごい勢いで行ったそうです。うちの娘を皆さんに助けていただきました。これは、娘が地域の方たちにお顔合わせできていたし、私も顔を知っていたおかげだと思いました。
　このように、地域の方にほんとうに助けていただいていますが、この地域力をもっと高めていただくと、子どもはほんとうに守っていただけると思います。いろいろな問題があるけれども、結局は人と人とのつながりだと思います。ちょっと話がずれましたけれども、地域力を高めることで、育児サークルとかも活性化してくると思いますので。
（会長）　委員、ありがとうございました。
　たくさん議論すべきポイントが含まれていたかと思います。事務局のいろいろな部署からいらっしゃる方のほとんどに関連する話題を今、振っていただいたと思います。
　今のお話の最初のほうに述べていただいた、例えば子育てサークルについて、日本どこでもそうですが、行政は最初の立ち上げのところにかかわって、数カ月、数年は見守って、一緒にやって動いていくのですが、そのうち資金的な面も引き上げるということがあります。今おっしゃっていただいた次のリーダーの育成や、資金をどのように確保していったらいいのかについては、かなり切実な問題だと思います。

　今日ご説明いただいた中に、福岡市ならではのフレーズが出てくるんです。「企業・大学・ＮＰＯ等と連携し」という、私は大学の人間で、22年目なんですが、だから言うわけではないですけれども、大学からお金を出させるというか、変な言い方ですが、学生の実習を兼ねて共働でやるとかですね。これだけ福岡は大学が多いんだから、大学に働きかければどうかと思います。今、大学もかなり地域志向になってきていますし、うまくいくのではないかと思います。そのあたりで、私が知っている先生方もたくさんいますので、大橋のあたり含めて、今やっているところは当然あると思うんですけれども、行政と住民サークルという形の１対１で考えるより、いろいろな資源が見えるような形にしていったらいいかと思います。それはまた、各論で議論できればと思います。
　委員、ほんとうにいい前振りをしていただき、ありがとうございました。今、委員からいただいたご意見等にも絡めてや、また、いろいろご意見等もあるでしょうし、あるいは、今、事務局から説明していただいた60ページからの中で何かご意見を言っていただけるところもあるかと思います。委員以外の方で、私もしゃべり過ぎていますので、どなたか、どんなことでもいいので、ご意見やご質問等ございましたら。ご自分のかかわられている範囲、あるいは、かかわられていない範囲も含めて流していただければと思います。いかがでしょうか。
　副委員長に振ってもいいですか。

（副会長）　今、私は、ＰＴＡという立場で活動させていただいておりますが、この時期、教育委員会のほうへもそうですけれども、お尋ねの電話、クレームの電話を非常によくいただきます。委員決めに対する不満や、何でＰＴＡをやらなくてはいけないのかといったご意見をかなり多くいただいているのが現状です。
　ここ最近、そういうお声が多くなっていると感じています。自分なりにその辺について考えていくと、今もずっと議論になっていましたように、日ごろの自分の生活拠点である地域の中でのコミュニケーション不足が非常に関連しているのではないかと思います。日ごろから顔を合わせ、いろいろ意見交換や、おしゃべりを交わしている仲間であれば、そう簡単に相手を攻撃的に非難したりにはならないでしょうか。いただくお電話の中には、かなりひどいことを言われたといったお言葉もあります。人間関係そのものがぎくしゃくしてきている、ＰＴＡとか委員といった次元以前でのクレームと捉えるのが自然だと考えるものが非常に多いと感じています。
　地域の教育力というよりも、日ごろから顔の見える生活をしていくことが我々子どもを預かる親として大事なんだということを保護者に認識してもらうためのアプローチが非常に大事だと感じております。私どもの会長がよく言うのは、子どもは親の言うことは一つも聞かないのは当たり前、親の言うとおりにしかしないということは、親が積極的に人とかかわらないからで、だから子どももそういう攻撃的な面しか見ないのではないかということです。
　まさしく、乳幼児期の子育て不安の中で集う子育てサークルでの保護者間ネットワークが地域での親のネットワークの第一歩になると思います。委員が言われたように、そこでいろいろなコミュニケーションを経験された方が、それぞれの幼稚園・小学校ＰＴＡなどの委員を引き受けてくださっています。乳幼児期の子育てで終わりではなくて、最終的には、それが地域の教育力につながっているということで、非常に意味深いものがあるのではないかと感じているところです。かといって、転勤されてきて初めてそこに来た方々をなかなかそこには組み込めないという一面もあります。そのようなことを考えると、じっくりと育てていくという視点が大事ではないでしょうか。
（会長）　ありがとうございました。委員のご意見を受けてのお話をいただいて、自分の頭の中でもつながって、すごくよくわかりました。ありがとうございます。

　今のご意見の延長でもいいですし、実はこういう取組みをあそこではしているとか、私はかかわったといったことも含めて、この議論の最初からあります地域の子育て力のあたり、あるいは、顔の見える関係を地域でつくっていくことへの何かいいアイデアとか、成功例、あるいは失敗例とかがあれば、どなたか教えていただければと思います。
　どうぞ。

（事務局）　副会長がおっしゃったように、この時期、ＰＴＡの役員決めに関する苦情を非常にたくさんいただきます。１時間も２時間もみんなシーンとして下を向いて脂汗を流しているということが起こりますと、それは苦情に直結するようでございます。
　先ほどの育児サークルの話を聞きながら思ったんですが、ＰＴＡは65年の歴史を持つ極めて制度化された組織でございます。実際、任意団体ではございますけれども、学校というものに裏打ちされているので、非常に強力に制度化されております。それなのに委員のなり手がいないというのは、誤解されているからです。
　私が自分のＰＴＡ活動をした経験から申しますと、やれば楽しいです。もちろん、やっていることに意義はものすごくあります。まついなつきというシングルマザーの漫画家が、『まさか私がＰＴＡ！？』という漫画を描いておられます。その最後のところで書いておられたことは、委員がおっしゃられていたことと全く同じことでした。自分の子ども、息子がまちの中で、おじさん、おばさんたちに声をかけてもらえる、たった一人で子育てをしているシングルマザーにとって、これほど心強いことはない。これが、ＰＴＡをやってよかったということの結論になるわけでございます。
　ですから、地域力のインテイクとしてのＰＴＡ活動は極めて重要なものだと思っております。ＰＴＡ協議会の皆様のお力をかりながら、まちがったイメージの修正に取り組まなければいけないと思っています。少なくともＰＴＡの参加は任意です。誰も強制できません。しかしながら誤解されています。「きついのではないか」「つらいのではないか」と誤解されたまま、「参加しないでいいですよ」と言うわけにはまいりません。やる意義もあるし、やらなくてはいけないし、やったほうがいい。しかしながら、全員がやらなければいけないというものでもありません。
　そして育児サークルのいいところは、やりたい人がやっているというところです。いろいろな創意工夫が自由にできるのが育児サークルのいいところだと思います。制度化がきわまった古い組織であるＰＴＡについて、ＰＴＡ協議会と一緒にリバイバルしていけたらと思っているところでございます。
（会長）　ありがとうございました。ご自身のご経験も含めて、非常に忌憚のないところを言っていただきました。非常に鮮やかにＰＴＡの現状、この季節特有の現状が浮かび上がってきたところでございます。特に小学校１年生ぐらいの保護者からそういう声が多いようです。小学校１年からＰＴＡは始まるんですかね。幼稚園もあるかもしれませんけれども。そうなると、それまでの６年間を地域でどう過ごしてきたかということがすごく大きいということです。ということは、小学校１年から戦略を練るよりも、もう少し前の地域の子育て、小さいときから親なり地域なりがどう絡んでいくかがすごく大切だということでしょうか。すごく勉強になりました。私が勉強してもいけないんですけれども。（笑）
　今、やりとりされている周辺に絡んで、皆様もご経験のところがあると思います。どうでしょうか。
　どうぞ。

（委員）　私はＰＴＡから入って、それから子ども会、青少年へとずっと続けてきているので、いろいろな世代の保護者の方々と接する機会がありました。
　そのＰＴＡの話の前に一つだけ、参考資料１、行動調査の自由意見の概要、Ａ４の１ページ物の資料です。その中で、乳幼児の保護者の「子どもをどのように育てたいか」というところを見て、私がびっくりしたのは、０歳～１歳で「生活習慣を身につけてほしい」ということが出ているということと、２歳～４歳はわかるんですけれども、５歳～６歳で「自分の考えを持つ」とかが出てきているということなんです。私が子どものころは、５歳、６歳まではただ遊んでいたような気がして、ここにとても世代のギャップを感じたんです。今の保護者が求めているものと自分たちが生きてきて感じたものがこんなに違うんだなと思いました。すごく意識が高くて、高いレベルのものを求めていらっしゃるんだな、でも、ほんとうにこの世代に必要なものなのかと思います。必要ではないわけではないんですけれども、この世代に一番何が必要なのかということなんです。何がいいですかと聞くと、あああってほしい、こうあってほしいという意見はいろいろ出ると思うんですけれども、ここら辺の世代間の違いを、多分、私以上の方がここにはたくさんいらっしゃると思うんですが、感じられているのではないでしょうか。ですから、今の人たちの考えと私たちの考え、そして、それよりも長く生きていらっしゃる方の考えに差があることをまずよく考えておかないといけないのではないかと、この調査を見て思いました。
　それと、先ほどのＰＴＡとかの絡みなんですけれども、うちの校区は、育成会の役員は、したいといって立候補する人が多いんです。なぜかと聞くと楽しいからと言うんです。もちろんＰＴＡと子ども会との活動には違いがありますけれども。どうしても楽しいところに大人は寄ってくるんです。そういうお父さん、お母さんの楽しい姿を見ている子どもは何かしら自分から手を挙げて、ボランティアやいろいろなことに参加していっています。先ほどから出ていますが、地域力、また、地域で子どもを育てることについては、ここ何年、いろいろなところで耳が痛いほど言われていると思うんですけれども、まず、自分が生きているのが誰のおかげかという意識を家庭がしっかりと持たないと、一生懸命考えて、器だけをつくってもだめではないかと思いました。これは、この施策や審議会にそぐわない意見かもしれないですけれども。もう少し、腹を割って話し合わないと、ほんとうの子育てができていかないのではないかと感じました。
　それと、一つ宣伝させていただくとすれば、私は青少年のほうもしていますけれども、子ども会のほうにもかかわっています。こども部長はご存じだと思いますけれども、ジュニアリーダーという組織があります。これは、中学生、高校生、シニアの大学生の組織です。親の言うことは聞かないし、おじさんの言うことも聞かないけれども、子どもたちは中学生・高校生のお兄ちゃん、お姉ちゃんの言うことはきっと聞きます。そういうリーダーをつくることが一番手っ取り早いと言うとあれですけれども、いい方法ではないかと思っています。そういうジュニアリーダーの事業も、この施策の中に入っているんです。ぜひ、こういうところに市の行政の方も見にきていただいて、どんなふうに接しているかをきちんと見ていただきたいと思います。
　以上です。

（会長）　ありがとうございました。
　今、おおまかに三ついただきました。一つ目の参考資料１の自由記述の「生活習慣を身につけてほしい」「礼儀・常識・思いやりを身につけてほしい」というのは、どういう形でデータをとられたんでしょうか。どなたかわかる方、いらっしゃいますか。
（事務局）　これは、ニーズ調査の中で自由意見のところに書いていただいたものを整理したものです。５月の審議会では、もう少し整理したものをお示ししたいと思っております。
（会長）　じゃあ、「生活習慣を身につけてほしい」と書かれた人が、０歳～１歳の子どもの保護者であったということですね。となると多分、子どもの今ではなく、将来的な希望、期待ということですね。今、大学生まで含めて、なかなか生活習慣が身につきづらい時代ですので、そういう長い目で書かれたかもしれませんね。わかりました。
（事務局）　ほとんど期待を込めて書かれたものだと思います。
（会長）　それから、二つ目に言っていただいた、立候補をよくされるというのは、青少年育成連絡会のほうですか。
（委員）　済みません、思い切り小さな自分の校区の話をしてしまったんですけれども、ほかの校区でも、ずっとされている方は、続けている理由は、子どもと接して、それが楽しいというのが一番なんです。今、ＰＴＡの役員決めが大変だというお話だったので。

　子ども会に立候補してやられた方には、必ずＰＴＡにも声がかかるんです。けれど、ＰＴＡよりも楽しいからと言われる方もいらっしゃるんですが、ただ、そういう方もＰＴＡに参加するような流れはできていると思います。
（会長）　そういう地域を基盤に、子どもとかかわることの楽しさを味わう、感じることがあれば、ＰＴＡ等についても少し前向きになる可能性がありますね。
（副会長）　そうですね。
（会長）　それから、事業にも上げられているということですが、ジュニアリーダーですね。これは、67ページの下から二つ目、子ども会育成連合会の支援という事業のところですね。ジュニアリーダーとありました。
　どうぞ。

（事務局）　ジュニアリーダーの育成でございますけれども、子ども団体の中にあってリーダーシップを発揮されるジュニアリーダーの存在は非常に重要であろうと考えております。
　市といたしましては、福岡市子ども会育成連合会に補助金を交付して、ジュニアリーダーの養成研修会を開催していただくなどジュニアリーダーの育成に努めているところでございます。先ほど、ぜひ、そういった養成の場、あるいはジュニアリーダーの活躍している場面を行政が見て、しっかり認識していただきたいというご意見がございました。市役所、区役所を挙げて、現地の状況をしっかり把握させていただき、今後、活性化に向け、どのようなご支援ができるのか、検討してまいりたいと思っております。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
（会長）　ありがとうございました。
　私も２年ぐらい前に、英彦山青年の家で、福岡市のジュニアリーダーの研修とたまたま一緒になったことがあります。いろいろなところで積極的にされているんだなと思いました。
　では、ご発言いただいていない委員の方を中心に、また何かご意見等をいただければと思います。どのページに関連することでも構いませんが、いかがでしょうか。
　委員、よろしくお願いします。

（委員）　私は公民館の館長をしておりまして、現在、福浜公民館でございます。ヤフオクドームの隣の団地という特殊な地域でございまして、非常に少子高齢化が進んでいるところでございます。子どもが少ないのが一つ特徴でございまして、高齢化率が37％と、３人に１人が65歳以上という特殊なところでございます。

　今、お話のあった、子育てサロン、子育てサークルについてですが、未就学児は公民館を中心にやっていると思うんですが、私どもも子育てサロンについては、第１土曜日・第３土曜日にやっております。それから、ボランティアとしましては、市の保健師の方と民生委員・児童委員の方にサポートしていただいて、見守りをしていただいております。しかしながら、何分、参加者が少ないのが、今のところの私どもの悩みの種でございます。

　もう一つは、子育てサークルというのが公民館サークルとして登録されていることです。これは、未就学児童の親御さんが会をつくって、月４回、毎週火曜日に集まって、親子ともども遊ぶというサークルです。そういうものを私どもがサポートして、公民館の主催事業をやっています。去年は、子どもたちに対して、主に食育についてやりました。楽しいランチづくりとか、お菓子づくりとか、そういうものを子ども向けに考えながら集まっていただいて、好評をいただいております。

　しかしながら、高齢者は非常にたくさん来るんですけれども、子どもさんの集まりが悪いということがあります。公民館は146ありまして、それぞれ住民の構成によって特徴があろうかと思いますが、公民館としては、高齢者参画事業と乳幼児ふれあい事業の二つに力を入れていると私は思っております。そういうことで、乳幼児ふれあい学級といった事業を公民館としてはこれからも地域に積極的に働きかけて、一人でも多くの親子が集まって遊んでいただいたらいいなと思って、頑張っていこうと考えているところでございます。
（会長）　ありがとうございました。
　高齢化率37％というのは非常に驚きましたが、そういう中でも、小さい子どもを対象にした子育てサークルなどで交流の重要性を認識していただいているということでした。
　ただ、先ほどの子どもプラザに関するご回答にもありましたけれども、利用促進がさらに必要ではないかというところですね。広報も含めて、そのあたりはどのようにされているのでしょうか。教えていただければと思います。
（事務局）　先ほど申しましたように、子どもプラザでは、利用者おひとりの利用回数が年に２、３回と、非常に少ないです。１カ所当たり１日平均76人の利用で、６時間の開館ですから、1時間あたり12、３名というところでございます。２、３時間滞留される方もいらっしゃいます。
　口コミでの広がりもありますが、それと同時に、福岡市のホームページで、トップページから子育て情報のサイトに入られるようになっております。そこでは、さまざまな催しの広報をしております。また、市政だより等も使って広報しているところでございます。ただ、なかなかそれだけでは集まらないところもございます。
　となりますと、これからどのようにして、さらに利用率を高めていただけるかです。例えば、メール会員を募集して、いろいろな講座をするときにメール情報をお届けしたりといった、受け身だけではなくて、プッシュ型の参加の手法を今後とも検討していく必要があると考えているところでございます。さらに、若い世代の皆様方の口コミ力は非常に大きいと期待しているところでもございますので、そういった方々の力もいただきながら、そして、スマホなどを活用しながら、広げていければと考えているところでございます。
　以上です。

（会長）　課長、どうぞ。
（事務局）　補足ですが、先ほど委員が言われたように、民生委員・児童委員が非常にサロンで活動しておられます。私は赤ちゃん訪問を担当しているんですけれども、赤ちゃん訪問が始まったのも、民生委員の方がサロンにお誘いしたいというところが大きくありまして、今も赤ちゃん訪問の際に、サロンのご案内をしていただいています。
　以上です。
（会長）　ありがとうございました。
　民生委員・児童委員の方々の年齢層は、福岡市はどういう感じなのでしょうか。
（委員）　55歳が定年ではなかったですか。
（会長）　地域によっては、名誉職的な年齢層の方も多いところがありますが。
（事務局）　民生委員の方は今、おおむね市内に2,300人いらっしゃいます。その中で、民生委員の方は基本的に児童委員を兼ねることになっておりますので、基本的には児童にかかわっていただくことになります。一方では、主任児童委員という児童を中心にかかわっていただく方がおられます。こちらは基本55歳まで、一方、民生委員自体は75歳までございます。そして、昨年、一斉改選させていただきましたので、皆さん、基本的には75歳以下の方に今、活動していただいているという実態がございます。
　先ほどお話がありましたように、今、高齢化が進んでおります。福岡市でも2025年には24.8％を予測しており、40万人の高齢者が発生すると予測しております。そういった中、民生委員さんはどうしても比重が高齢者の見守りとかに重点が置かれてきつつあります。しかしながら、これからを支える子どもさん、児童、そういったところに目を向けていくという意味でも、主任児童委員の方を含めて、しっかりと研修等をさせていただき、支えていけるような体制をつくっていきたいと考えてございます。
　以上でございます。

（会長）　ありがとうございました。
　皆さんも、地域で民生委員・児童委員の方とかかわられていることだと思います。年齢だけで何かが決まるわけではないですし、ご経験のある方のほうが、若い世代にそれなりの期待を込めていろいろなことをしていただけると思っております。
　その話からはちょっと離れますけれども、先ほどご回答いただいたプッシュ型のお知らせというのはなかなかいい言葉ですね。官邸もＬＩＮＥに公式アカウントを持っている時代ですから。（笑）

　今、どのような感じで親は口コミしているんでしょうか。そのあたりを教えていただけますでしょうか。
（委員）　今、うちの校区でも委員になったら、スマホを持っているかの確認から入って、持っていたらＬＩＮＥで何々組というのをつくって、そこで一斉で連絡を回したりしています。そうすると、誰が見ている、見ていないまでわかりますので、見ていなかったら、この人は見ていないから電話しておこうとか。そういった形でつながっています。子どもたちも、時間割がクラスでＬＩＮＥで回っていたりします。急に持っていく物があったときなどには、これはいいと思いました。ちょっと話が離れますけれども、担任の先生が転任されることになって、それを聞いた子どもたちが、何か先生にしてあげたいということでＬＩＮＥで回して、色紙を急遽つくって、終業式に間に合わせたといったこともありました。お母さんたちも、ＬＩＮＥでグループができていて、クラスのお母さんたちでも連絡をとりあったりしています。だから、いい使い方をすれば、何ていいものなんだろうと思って、私たちは常にＬＩＮＥでどんどんグループをつくって、回しているような状況です。
　ですから、実際、こういった情報をメールでいただけると、それを見て、よし行こうとなると思います。市政だよりだと、すごく前に来るので忘れてしまうんです。私は市政だよりの情報を切り抜いて携帯で撮って、画像としてとっておくということもしますが、どうしても市の情報は早目に来て忘れてしまうので、大事な情報は、ＬＩＮＥとか、一斉メールとかを使って送っていただけると人が集まってくると思います。
　また、人を集めるだけではなく、集めたときに、その受け皿になる方について、子どもプラザにしても、それを受ける方たちの人員についても増やしていただけたらと思います。子どもプラザの方とよくお話をする機会があるんですけれども、いっぱい来ると大変だ、手が回らないと聞きます。その日その日で何人来るかわからないし、乳幼児期の子どもを持つお母さん方は天候にも左右されるので、雨が降ったら全く来なかったりしますし。ですから、そういったメールを出すといった大がかりなことをされるのであれば、今度は、受け皿側の人員も増やしていただいて、その方たちが働きやすくできるようにしていただけたらと思いました。
（会長）　ありがとうございました。
　そのほか全く違う話題も含めて、ぜひ、こちらの委員の方からご意見がいただければと思います。どなたか口火を切っていただければ。
　では、お願いします。
（委員）　私は社会福祉協議会の常務理事ですが、４月からなので福祉関係は今、勉強中ということになります。
　これは私の体験といいますか、私は２月から孫と一緒に住み始めて、初めて、５歳の孫と一緒に遊んだりしております。そういった中で、いろいろとそれに近い話題には敏感になっています。「育ジイ」「育バア」などと言って、要は、じいさん、ばあさんが孫を育てることに関与する、役割が非常に大きくなっているんだということです。お金も持っている、暇も持っているから、そこが商売的に言ってもターゲットですよと、結構、話題になっているんです。まさしく、自分はその「育ジイ」「育バア」の仲間入りをしているんだなと感じているところでございます。
　その中で、私たちは社会福祉協議会ですので、特にその立場から言いますと、地域での高齢者の見守り、社会的弱者の見守りのために、地域の見守る力を再復活させようという話と、子どもを守り育てる地域力が弱まっているからいかに活性化させるかというお話は、方向性としては全く一緒ですし、同時進行で行くべきだということです。今、そのように感じたところでございます。
　私、昭和28年生まれで今年61歳になりました。2025年でしたか、団塊の世代が75歳以上になります。10年後ですね。それに向けて、地域の見守りといった地域力を高めていこうという問題、それに向けてそういう地域力をつくっていこうという話があります。そのターゲットが、いかんせん、我々、昭和20年代生まれの団塊の世代なんです。僕らはその尻尾ですけれども、今の60代中盤・前半の人たちが、あと10年たったら高齢者になるから大変だと言われているんです。
　10年後、自分たちが対象者になることを考えると、今それに向けて何の準備をしていくか、我々団塊の世代がいかに社会参加、地域デビューしていくかです。今、多分、私もそういう問題意識を持っていますし、大半の人が地域の中で老後を過ごしていく中で、地域にいろいろと貢献していきたいという欲求を持っていると思います。
　そこでなんですが、64ページの施策の方向性のところの、「地域のさまざまな人たちが見守り、はぐくむ環境づくり」の中には、「高齢者や父親が子育てに」と、父親と並べて書いてあるんです。しかし、父親は稼ぐのに大変で、自分の家庭の子育てぐらいしか手が回らないから、ＰＴＡとかは大変ではないでしょうか。一方、高齢者は、暇とお金があって、それから60代、あるいは70代前半はまだまだ、いろいろな形で動けるのではないかと思っています。ですから、この辺が参画する仕組みづくり云々と書いてありますけれども、私どもも、あと10年後の自分たちのことを考えながら、地域力をどう高めていくか、そこにどう関与していくか、しっかり考えていきたいんです。
　そして、地域の中に入っていくと、そこには子育てというものもあります。そして、子どもから大人が元気をもらえるという効果があると思います。ですから、高齢者が地域の中で子どもたちと接する機会をどのように増やしていただけるのか、どのようにデビューしていったらいいのかについてある程度力を入れて、子どもとつなげていっていただきたいと思います。高齢者だけをつなげると、暗いことになるんですけれども、子どもたちと合わせての地域デビューと言っていただくと、少しおもしろいことができそうな気がします。ぜひ、この辺について、何か地域に参画しやすいようなことを考えていただければ、多分、我々と同世代は、喜んで参加するのではないかなと希望的観測を持っています。よろしくお願いしたいと思います。
（会長）　ありがとうございました。
　非常にご示唆に富むご発言をいただきました。確かに、地域の力が高まるということ一つをとってみても、子育て支援だけの力が高まるということではないと思います。お互い持ちつ持たれつというところで言えば、お年寄りも、子育て中の若いご夫婦も、全ての人々が地域の上に乗っかっているわけですから。
　先ほど、若者の多い福岡市でも25％に届こうとするという高齢化率ということでしたが、今、「地域デビュー」という衝撃的な言葉がありました。小さなお子さんを公園に連れて行くという公園デビューという言葉はあったんですけれども。特に男性のお年寄り、お年寄り期に入っていかれる方々の地域デビューが、10人に１人でも子育て支援のほうにひっかかって、何かかかわりを持っていただけたら、すごくいいパワーになると思いました。
　今日おいでの事務局は、ほぼ若い世代の施策にかかわられているところの方ばかりなんですけれども、そういう元気な退職後の人たちが増えていく中で、地域づくり、あるいは地域デビューというものについて、施策として福岡市が行おうとしているという情報をお持ちのところがあれば。ぜひ、お願いします。

（事務局）　今お話がありましたように、地域の中で自治会活動を含めて実際に地域活動をされている方々の中で、後継者不足、参加者が少ないなどがいろいろ課題となっております。そういった中、特定の年齢に限ったという形ではないですが、今年度から福岡市では、自治会・町内会を対象として、文字どおり「地域デビュー応援事業」を始めております。委員のおっしゃった地域デビュー、まさしくそのとおりでございます。これは、自治会等の今の活動にという形ではなく、自治会等に入っていない方でも、その地域の方とまずは顔見知りになりましょう、まずはそこからということで、そのきっかけづくりとして、自治会・町内会が行う楽しい事業、バーベキュー大会とか餅つき大会、今そういうことをやっているところもあるんですけれども、まだやっていないところへ、また、今やっている部分をさらに地域のいろいろな方に参加してもらうような形に変えたり、工夫したところへ、若干ではございますけれども、金銭的な支援等を行い、そういう活動の活性化をさせていただきたいと思っております。

　また、先ほど、地域力の子育ての部分について、子どもさんが地域の中で育っているという部分をいかに地域の皆様方にわかっていただくか、あと、実際に子育てされている親御さんにご理解していただくかということで、今年度、小学校３年生を対象に、自治会・町内会の活動について、副読本ではないんですが、パンフレットのようなものをつくろうと思っております。これを実際に授業等で使うのは、もしかすると来年度になるかもしれませんが、今年度、地域の方とも一緒にお話し合いしながら、そういった活動をさせていただきたいと思っております。
　以上でございます。

（会長）　ありがとうございました。
　何かこぼれ出る笑みを抑えられないんですけれども。「地域デビュー応援事業」という言葉だけを聞くと、大体、私は小さな子どもの保護者についてかなと思うんですが、なるほどですね。
　どうぞ。

（委員）　今の高齢者の方についての関連です。私は毎朝、子どもたちの見守りで立っているんですが、定年された方々がボランティアで一緒にされているんです。毎朝お話をしながら、とてもありがたいと思うんですが、私の持論は、高齢者問題を考えるときに高齢者だけで考えても絶対に解決にはならないというものです。今の世代の人たちを入れて高齢者問題を考えていかないといけないのではないでしょうか。言われたように、若い人たちの力、意見も聞きながらしていかなければいけないと思うんです。
　それと、お父さんの子育てへの参加はどうのこうのと言われましたけれども、私が思うに、今のお父さんのほうが昔より子育てによく参加されているのではないでしょうか。入学式、卒業式を見ると、お父さんがこんなに仕事を休んで来られるんだというぐらい来られています。多分、皆様の時代よりも、子どもに対しての理解力、参加力があって、いわゆる参加する機会は倍以上ではないかと思います。ただ、それが自分の子どもに対してだけにとどまっているのが問題です。それを隣の子、周りの子にいかに広げていくかが、これからの課題ではないかと思います。ぜひ、お父さんがお仕事のときは、一緒に地域デビューをしていただくようにお願いします。
（会長）　ありがとうございました。
　どうぞ。

（事務局）　高齢者の話が少し出ておりますので、高齢者の担当をいたします保健福祉局のほうから、先ほどの委員の関連で、補足として、市が行政として考えている方向性についてお答えできればと思います。
　まず、男性の高齢者が地域に入っていくことの難しさについて申し上げます。男性は、縦社会、女性は横社会と言われてございます。したがって、女性の方はすぐに地域でお友達ができるんですが、男性はなかなかお友達ができません。なぜかと言いますと、男性は縦型社会の中で現役のときの身分が自分の頭にあります。したがって、自分の身分・地位を頭の片隅に置いて地域に入ります。ところが、地域は年齢でございます。ですから、これは実際にあったことだそうですが、75歳ぐらいの方から1,000円渡されて、皆さんのジュースを買って来いと言われた。それで、二度と行かないと言って地域に出るのをやめたという事例があると伺っています。

　早い段階、現役のうちから入っていくと、この人は何が得意だから、地域でこういったことをやっていただこうと言って重宝されるんですけれども、いきなり、退職したので地域でも何かやろうかといっても、その自分に対して周りは認識しておりませんので、最初は小間使いからとなりますが、それがなかなか耐えられないということです。そういった意味では、先ほど出ました地域デビューも含め、男性の扱いは一工夫していただけると、より出やすくなると思います。
　この部分に関しましては、実は、男性、女性問わず、高齢者の７割ぐらいは、地域に貢献したい、何かやりたいという意向を持っているという意識調査の結果が出ております。ですから、先ほどご指摘がありましたように、どう高齢者の力を地域に持っていくか、そのキーワードとして子育てがあると思います。これについて、私ども保健福祉局は高齢者が主でございますので、若い人が高齢者を支えるときによく言われております話を挙げますと、「３人に１人で支える騎馬戦、やがて１人が肩車する１対１になっていく」と言われています。しかし、これを子どもを主に考えますと逆の発想になります。高齢者は、経済的にも、そこそこ潤いがあり、暇もあるし、今の高齢者の９割ぐらいが介護保険を使わなくてもやれていて、いわゆる自立されているし、健康にも気をつけておられるという実態がございます。それを考えると、高齢者のパワーは無限でございます。こういった高齢者のパワーを地域、子育てで使えるという大きな期待が持てると発想しております。
　ですから、高齢者を主体としている保健福祉局の政策の推進の仕方としても、高齢者を65歳で機械的に切り分けるのではなく、支える側、支えられる側という明確な区別をするのではなく、どういった形で貢献していただけるのか、そういったきかっけ、仕組みづくり、そういったものを今後、方向として打ち出せていけないかと考えてございます。
　以上でございます。

（会長）　ありがとうございました。
　どうぞ。
（委員）　今の高齢者の問題については、退職後すぐにはなかなか地域デビューは難しいので、まず地域のシニアクラブにできるだけ参加してほしいと私たちは言っていますが、思うように参加されません。
自分はまだ若いんだという頭があるのかどうかわかりません。
したがって、シニアクラブそのものがどんどん衰退しているし、クラブ員そのものも非常に減っています。
そのような中で、地域を預る私たちとしてはこれからどうしていくか、非常に頭を悩ましているところです。
地域には高齢者はたくさんいられるので、私たちが一人一人探し出して行く必要があるのではないかと思っています。
　それから、もう一つの子ども問題については，自治協議会の中で子ども育成部と青少年育成部という形で子どもの健全育成を図っているけれども、子ども会になかなか加入しないのが現状です。２年前まではこの問題で随分悩みました。
この問題は自治協議会だけでは解決できないので、自治協議会と学校とＰＴＡ（自治協議会の組織の中にＰＴＡは加入してない）との三者でいろいろと協議をし、６年生までの子どもは全て子ども会に加入するという形にいたしました。
その結果、子ども育成部の色々な行事には、子どもが多く参加するけれども、今度は親がなかなか参加しない。行事をお世話している人々は、多くの子どもが参加しているので、子どもの成長を見る過程で、子どもがどんな遊びをしているのか、子どもがどうゆうことをやっているか親に参加して見てほしいと思っているが、なかなか思うように参加してもらえない。非常にむずかしい問題ではあるが、今後子どもの親をどう参加させるか、これから私たちの課題だと思っています。
　以上です。
（会長）　ありがとうございました。
　先ほどの委員のご発言から保健福祉局の課長のご説明、そして、委員のお話まで含めて、私がちょっと感じていたのは、高齢者とかお年寄りという言葉、子どもという言葉が出てきたんですけれども、入れかえても、全く違和感がない話がずっと続いたと思います。地域デビューから含めてですね。高齢者問題を考えるのは高齢者だけではだめだという話は、子どもの問題を考えるのは子どもだけ、子どものステークホルダー、いわゆる直接かかわっている学校の先生や子ども会やサークルの人だけで話し合ってはだめだという話と全く同じなんです。あと、委員が言われていましたが、自分の子どもだけには出ていくように今の父親はなっているけれども、ほかの子を含めた、「公」を含めた子どもたちに対してはまだ地域にうまくかかわっているとは言えないというところ。この話も含めて、非常に皆さんの意見がクロスオーバーした形の議論をいただきました。
　７割の高齢者の方が貢献意識を持たれているということでしたが、７割というとほとんどの方と言ってもいいと思います。そういうところと絡んで、地域デビュー応援事業というものもありますので、ぜひ、そこにもこの子ども総合計画の趣旨をお伝えいただいて、その先に、年齢を問わない子育ちといったものがあればいいなと思っております。
　ちょっとお待ちください。はい。どうぞ。

（事務局）　高齢者のかかわりについてですけれども、65ページを見ていただけますでしょうか。（１）の２つ目のポツに書いておりますように、「特に、父親や高齢者などが地域における子育ての活動等へ積極的に参加し」ということで、「活躍できるしくみづくりを進めます」とあります。この文言を入れるとき、大変悩みました。委員がおっしゃるように、父親は働き盛りで、帰宅時間と土日ぐらいしかかかわれないのではないかというご意見もありましたし、また、育児サークル、子育てサロン、子どもプラザに父親、高齢者がどのようにかかわったらいいのかという議論もありましたし、なかなか父親は難しいのではないかという内部の意見もございました。
　今、たくさんの委員から、高齢者がかかわったらいいのではないか、あるいは、地域デビューというお話もありましたので、大変参考になりました。何らかの形で文言を加えていきたいと考えております。ありがとうございました。
（会長）　どうぞ。
（委員）　前回の目標２の審議会でも発言させていただいたんですけれども、福岡市の男性職員の育児休業取得率が2.8％だったでしょうか。学校では、小学校１年生から中学校、高校までずっと授業参観があるので、福岡市の職員の方が、１年に１回は父親が授業参観に出ます、お子さんの数に応じて１回は必ず出ますというお休み、いわゆる授業参観特別休暇みたいものをつくっていただき、福岡市の職員の方がモデルになっていただきたいと思います。
　男性の方が授業参観などに行くと、学校でまた地域の方とのつながりができると思います。そして学校に行くようになったら、お年寄りになられたときも、あのとき見たことがある方だということで地域でお話ができたり、校区の運動会に出られたり、学校の運動会に出ていったりとなります。そうすれば、そこでお話しして、お友達をつくる一つのきっかけにもなると思います。
　ですから、お父さんが、もちろん、ひとり親のところはお母さんが、必ず授業参観に１年に１回は顔を出すというぐらいにしていただきたい。地域参加の根底に学校があると思います。そういった授業参観に行っていただけるようなことをモデルでやっていただけたらすごいと思います。
　福岡市の職員のお父さんとこの間お話ししたんですけれども、授業参観に行っていますかと聞いたら、１回も行けないよとおっしゃっていました。行けないが前提ではなくて、行けるようなモデルをつくっていただけたら、企業の方々にも真似していただけるのではないかと思います。たった２時間程度なので、そのときぐらい行っていただけたら思いました。
（委員）　とてもすばらしい意見なんですけれども、うちは授業参観に１回も父親は来たことありません。もちろん、お休みをとって来られるのは大事だと思います。ただ、私は、男性だけではなく、家庭の大黒柱が仕事のほうを優先されるのは、私はこの今の世の中、社会を担っていくには大事ではないかと思っています。収入がないと、仕事していないと生活していけませんので、「仕事よりも」というよりは「仕事をまず頑張ってもらわないと」という思いはあります。
　だからといって、子どもに関して全く無視というのもいけないと思っていますが。ただ、授業参観などに参加しなくても、私は家庭の中でどれだけ会話ができているかが一番重要だと思っています。委員とは意見が違うかもしれないんですけれども、そういう状況の中でも、きちんと家の中で話せるようなことが大事だと思います。
　最後に言おうと思ったんですけれども、いろいろ話をしても、家庭が子育ての一番大事な基盤ではないかと思っています。今までいろいろな話が出まして、地域力とか、いろいろな高齢者の方々の力も必要かもしれませんけれども、それはあくまでも家庭のオブザーバー的なものであって、家庭の教育力とか、そういう子育て力をしっかりしなければいけないと思います。その上で、その他の部分をフォローするのが地域の役割ではないかと思います。そこを今の保護者の方々にきちんと教えていく必要があるのではないでしょうか。

　授業参観に行ってはだめだと言っているわけではないですよ。（笑）それはぜひ、来ていただきたいです。
（委員）　確かに家庭力が大事だと思います。今、いろいろな若いお母さんたちのお話を聞くと、お父さんが忙しくて、家で全く話もできないと言うんです。きっかけだと思うんです。子どものことを一緒に見ていたら、そのことで、今の子どもの状況とか、いろいろな様子とかがわかると思うんです。お母さんに幾ら家で、うちの子はこんなだったと言われても、はいはい、もう疲れたとなると思うんですが、一緒に見るものがあれば、１年に１回でも一緒に見れば、お父さんも子どもへの関心が高まるだろうし、会話をするためのきっかけになるのではないでしょうか。子どもへもそのことについて話ができるし、奥さんとも一緒に話ができる、そうすると、家庭の基盤ができていくかなと思います。
　私も、主人が年に１回だけ必ず授業参観に来てくれるんですけれども、子どもがすごく喜びます。息子の中学校の授業参観にも主人が行きます。そうしたら、子どもたちには「おおっ」と言われるんですけれども。そのことで子ども同士も話ができますし、子どもの交友関係もわかります。中学生ぐらいになってくると、母親が言っても聞かないところをお父さんが言ってくれる。そういうところを相談していくこともできるので。

　授業参観にこだわっているわけではないんですけれども、何かそういう一つのモデルがあったらいいなと思っております。お父さんに頑張っていただいたら、奥さんがにこにこ笑うんですね。家で子どもの話をするときに、お父さんがわかってくれたら、お母さんは母親として安心します。相談できる体制が安心にもつながるし、子どもをちゃんと一緒に守るんだという意識にもつながると思いますので、例えばなんですけれども、授業参観に来てほしいなと思いました。
（委員）　時間がないんですけれども、まだ発言していないので最後に。
　私は高等学校のほうから参っております。66ページに上げていただいているんですけれども、高校生たちの実情から考えますと、不登校で悩んでいる子どもとか、コミュニケーション力が身についていない子どもがいます。ご存じのように、高等学校は公立も私学も押しなべて、福岡市の周辺では五つの学力ランクに高等学校が分かれています。そのように結果的になったんでしょうけれども。進学する学力があまり高くない学校に共通した問題があります。地域ということで考えてみますと、まず障がいを持っている子どもについては、特別支援学校に行くか、普通科の学校に行くかというところで選択を保護者の方は小学校、中学校、高校でしていらっしゃると思います。そういう意味での障がいを持っている子ども、配慮を要する子ども、また、外国文化で生きていく子ども、そのような子どもたちが学力というふるいの中で高校に進学してきます。また、例えば一番上のランクに行った子どもたちも、部分的な発達障がいがあれば、大学に入り、最終的には研究職を選んでも、研究職で採用してもらえず、大学院を出ても就職できないということがあります。高等学校は一番上のランクを出ました、大学も一番上のランクを出ましたという子どもたちについて、今日、話題になっている０歳から、どのような環境で生活しているのか、してきたのかということなんです。
　また、現実問題として、情報が発達したために、ＬＩＮＥのとりこになって苦しんでいる中学生、高校生の数は非常に多いです。私の学校でも、３時ぐらいまでＬＩＮＥをしていて、ＬＩＮＥに答えないと明日学校で生活できないという状態になっている子どもがいます。多くの学校でそうなんです。
　ここに挙げていただいているようなことについて、今後もどういう形で進めていっていただけるのか、していかなくてはいけないのかですが、ややもしますと、どうしても元気な子どもたちのよりよい成長という形でお話が進んでいきます。しかし、障がいを持っている子ども、配慮が必要な子ども、外国文化に生きている子どもたちも、福岡市では同じように学校に通うことができる状況下にあります。特定の地域を持たない、非常に広範囲な福岡市という地域の中で、高等学校は子どもたちと接しているのが現実ですけれども、多くの悩んだ子どもが途中から中退という形をとったり、単位制や通信制に変わっていくんです。その子どもたちが18歳、19歳を過ぎた後、どうなっているかというと、社会に戻っている子どもは約３割で、７割は一般的な社会生活を送っていない状態になるんです。ひきこもりと言われたり、いろいろな犯罪にかかわったりしているんです。ですから、高等学校まで成長してきた子どもたちの子育てに対して、今回のこども・子育て審議会では30歳までを対象として考えるとして、そこを捉えていただいているのは、大変実情に合っていると思います。こういう報告のようなことをお話しすることしかできないんですけれども、そういう悩みを抱えて、高等学校では子どもたちと生活しています。
（会長）　ありがとうございました。最後、委員からほんとうに一番大切なことは何かということをいろいろなキーワードでまとめていただいたと思います。ありがとうございました。

　どうしても、健常な子ども、「元気な子ども」というご表現をされましたけれども、その議論になりがちです。特別支援の子どもたち、先ほどありました外国籍の子どもたち、あるいは、一見違うようですけれども発達障がいの傾向がある子どもたち、そういう子どもたちについて、それから、年齢が少し行くと、就職に苦労して就労の支援がすごく重要なひきこもり的な人々について、福岡市は若者がほんとうに多いまちなので、隠れて見えなくなっている、我々の目が曇っているんでしょうけれども、そういう子どもたち、あるいは、そういう支援に当たっている人や保護者も含めて、全てで福岡市です。ですから、今、委員に言っていただいた、そういう視点を我々が今後もしっかり持ち続けて、この審議会、委員会を進めていくということにさせていただければと思います。
　最後、66ページの四角の上から二つ目の中に、「ふくせき制度」とあって、これを私は初めて見たんですけれども、これはすばらしい事業だと思いました。今の委員の話に絡めて、そう思いました。この「ふくせき制度」について読ませていただいて、ちょっと感動いたしました。

　済みません、私の進め方がまずくて、時間がないんですけれども、皆さんからほんとうにたくさんのご指摘、ご発言がありました。

　委員に最後に一言いただいて、それを締めにして、私からマイクを事務局にお返しいたします。
（委員）　皆さんのお話を聞いていて、ほんとうによく考えられておられるなと思っております。
　現在、中学校でも、喫緊の課題として携帯・スマホの問題があります。非常に便利になった分、子どもたちにとっては厄介な物となっています。先ほど委員も言われていましたけれども、携帯のせいで悩んでいる子どもたちもたくさんいます。それを解決するために何かないものかと現場でもいろいろと話をしたり、メディアの人たちに講師で来ていただいて、研修会を開いたりしているんですけれども、具体的な解決策がなかなかありません。とどのつまりは、法律で子どもたちに持たせるなとか、そういったことも考えているんですが。生活が便利になった分、そのしわ寄せが子どもたちに来ているのかなと思います。
　不便な中で生活することで、子どもたちの豊かな発想力でいろいろなものを発明していく、そういった昔の昭和の時代のようなところがまた新たに大切になってくるのかなと思います。そういった意味でも、地域におられる先人の方、年配の方々にいろいろな意味で支えてもらって、子どもたちは地域の宝ですから、地域で育ててもらうのが一番かなと思います。だから、子どもたちには、今、自分が在籍している学校では、地域の行事に参加しなさいと、それをどんどんいろいろな集会等で話しているんです。うちの地域は歴史のあるどんたく、山笠がありますので、結構、地域に支えていただいていると思います。ほかのそういった部分がないところでも、ぜひ行政からのバックアップのもと、地域の先人の方たちの力をおかりして、これからの子どもたちを育てていかなくてはいけないと感じているところです。どうもありがとうございました。

（会長）　ありがとうございました。
　ほんとうに前々から言われている地域ということを自分たちでつくっていくことがキーだと思います。家庭への介入というか、家庭をしっかりということを委員が言われていました。それから、スマホとかの通信について法律で縛るとかですね。行政と家庭とか、行政と子どもが持っているスマホとか、親が持っているスマホとか、どこまで接近していいのか、これはかなり根本的な問題だと思います。そこで出てくるのが、地域で何かしようということだと思います。
　米子市の子どもたちは、スマホを持たないといった使い方をしているみたいですけれども、あれはＰＴＡがやっているみたいです。違いましたか。
（副会長）　不必要な携帯を持たせないという宣言をされています。
（会長）　そういうことをＰＴＡとかもやっていますので、いろいろなセクターがかかわりあって、地域を高めていくという方向性として、皆さんの議論をいただいたと思います。
　じゃあ、マイクを事務局にお返ししてよろしいですか。
　　　　　　〔「なし」の声あり〕
（事務局）　どうも、委員の皆様、さまざまご意見をいただき、大変ありがとうございました。また、会長、副会長には、進行と、とりまとめのほうを大変ありがとうございました。

　まず、事務的なご連絡をさせていただきます。本日の会議については、議事録を作成し、公表することとなってございます。後日、議事録の内容を事前に確認いただくため、今回の議事録を作成し、メールまたは郵送でお送りいたしますので、修正等ありましたら、どうぞよろしくお願いいたします。
　また、今後のスケジュールでございますけれども、第３回の審議会を５月30日に予定いたしております。また、第４回は８月ごろを予定いたしております。本日、皆様からいただきましたご意見を踏まえまして、計画案を今後修正し、第４回の８月ごろの審議会でお示ししたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは、これをもちまして、目標３「地域における子育ての支援と健やかな成長を支える環境づくり」専門委員会を終了させていただきます。

　どうも、大変ありがとうございました。

閉　会
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